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障がいある人や、ひきこもり不登校の人たちとの明るい社会をつくるために  

 昨年暮れ１２月３１日の出来事。 

当法人のＢ型事業所「わんぱく大使館」で飼っていたのら猫“繁（し

げる）君”がいなくなったのです。 

それはそれは大騒ぎ！あちこち探しまわったり 近所にポスターを

配ったり 新聞に広告を出したり。この体験を通して改めて思い知ら

されたのは居場所を誰しも探していることです。でも何と新年１月８

日の深夜に帰って来たのです。うれしくてうれしくて・・・ 

大使館のみんなも大喜び・・・そう・・ランの花のように 

 

みんなの祈りが通じたのでしょうか。 

私たちのもとにひょっこり帰ってきました。このアングレカムという

ランはマダガスカル島に咲く野生の花、特に夕方から清らかな清涼感

あふれる優しい香りを放つランの一種。花言葉は「祈り」「いつまで

もあなたと一緒」とか   。 

 そこで今回の原稿は大切なお友だち「繁（しげる）君」にお願いす

ることにしました。              ～土江 和世～ 

帰り道 たどればランの 香りあり 

「もう！！・・・」  

           わんぱく大使館メンバー「しげる」              

  ぼくは牛ではないよ、かってはのら猫だったよ。 

ある日、大使館の周りをうろうろしていたら 餌をくれた人がいたよ。何しろぼ

くはお腹ペコペコ・・うれしかったなぁ～。 

そのうちメンバーさんという利用者の人たちがぼくを抱っこしたり、なでたり、

食べ物や水をくれたり、首輪まで。散歩も一緒、時には病院まで連れて行ってく

れたんだ。それに大使館の中にお家も用意してくれたんだ。だからぼく大好きに

なって大使館を居場所としたんだ。 

のら猫時代、それは大変、縄張り争いが激しくて毎日喧嘩・・・ 

でもこの大使館の人たちは優しいから一緒にやっていける。共生できるんだと

思うようになった。中にはぼくを“お父さん”と慕ってくれる友だちがいて、

『ぼくお父さん』という絵本までできたんだ。 

 こうした平安な時代が続く中、もっともっと自由になりたいとの思い入れが強

すぎたのか？脱走ばかり考えていたんだ。 

この前、ぼくはとっても怖い体験をしたよ。見たことも行ったこともない別世

界に______。ある家に引き取られたんだ。 

ぼくはこの場所から逃げようと・・・。 

チャンスを見つけ、昨年１２月３１日逃げ出した。ただそこからが大変！ 

何しろ怖いネコ、知らない人だらけ。寒さと飢えでさまよい歩き、物陰にひっ

そり身を隠していたんだ。 

数日たって懐かしい聞き覚えのある声が・・・ 

ぼくの名前を呼んでいるのではないか？その声は次第に大きくなってきたんだ。 

その声を希望の光としてぼくは１０日間あきらめず再会できる日を待ち続けた。 

 

ついに、ぼくは令和２年１月８日に救出された。 

ぼくは再び「わんぱく大使館」という平和な居場所、あの日と変わらぬ笑顔、 

ほっとした。 

 翌日出勤して来たメンバーの友だちが、さっそく精密検査に連れて行ってくれ

たんだ。優しいぼくの長岡先生が「微熱があるけど大きな異常もなし！！」と太

鼓判をおしてもらったんだ。長岡先生、捕獲装置かせて下さってありがとう！！

助かったよ。 

 

メンバーの友だちが言ったよ。 

「もう！!・・・」「繁（しげる）君の家は、ここ大使館！！」「友だちなの

に・・！」 

令和２年１月８日 撮影 



アングレカムの花 

 第１０回 国際チャレンジドアートエキスポインジャパン２０２０ 

開催概要（案） 

     

開催目的 障がい者がつくる芸術品（オンリーワンアート）を世に紹介し、こ

の事業の原点となった“わんぱく学園”の活動の歴史を通じて真の

福祉のあるべき姿を考える。それを世界へ発信することで得る利益

を基金として積み立て世界の障がい者の支援金にする。 

テーマ  真の福祉とは 

時期   ２０２０年１０月３１日（土）１１月１日（日）午前11時～午後4時 

入場料  無料 

主催   ＮＰＯ法人サポートセンターどりーむ、わんぱく学園 

共催   島根県商工会議所連合会、社団法人新極美術協会、わんぱく基金 

ＪＡＳＣＡＰ（我が国最大の障がい者作品通販サイト）、障がい者芸術

普及センター、わんぱくデザイン研究所  

特別協賛 後援 協賛 

場所   ビッグハート出雲・ギャラリー・白のホール 

展示   国内＆国外 ２０ヵ国 島根県、鳥取県、神奈川県、兵庫県、 

障がい者アート協会、オランダ、韓国、中国、カナダ、ロシア、ブラジル、

ポーランドなど、主催者わんぱく学園３０年の歩みその作品集アート、絵本 

陶器、工芸品等計800点協賛出展 ごうぎんチャレンジドまつえ、 

＊CD:ゆめのつばさ１３ｔｈ「アンパンマンのマーチ」 事前録音９月１２日

（土）大使館にて 記念CDは１１月１日世界発売                                    

 

特別レース：KISHIレース オリンピックの父岸清一を讃えて 

市役所～ビッグハート出雲までの障がい者・健常者のレース 約１０００ｍ

を交互に走る。５組 ランクは付けない、 

 ＊オリンピック・パラリンピック開催記念 ※企画協力 津田街道未来塾 

■ ２月＆３月の「わんぱく学園」のメニュー 

 だれでも参加ＯＫ！ 出席もとらないからいつでも一人でもお友だち一緒でも大歓迎！ 

  月   日 内     容 

２月２日（日） □ お休み 

２月９日 （日） □おちらとカフェ                   会費１００円    

集合場所：アトリエ「おちらと」           担当：常賀信寛      

２月１６日 （日） □わんぱくカレーの日                 会費１００円 

集合場所：アトリエ「おちらと」           担当：坂根玄明 

２月２３日（日） □一緒に歌おう！♬                  会費１００円 

 ～特別ゲストあり！～          

集合場所：アトリエ「おちらと」           担当：土江和世 

３月１日（日） □無人駅の清掃                    会費１００円 

 ※ ホウキなど、掃除道具を持って来てね！ 

   ゴミ袋は学園で準備します。 

集合場所：アトリエ「おちらと」           担当：伊藤 宏 

３月１５日（日） □ペットカフェ                    会費１００円 

 ～かわいいペットの話あれこれ・・名医の思い出話～ 

 ※ 集合時間：３時半～４時半 

集合場所：アトリエ「おちらと」        担当：獣医 長岡道久 

３月２２日（日） □お好み焼き大会                   会費１００円 

集合場所：アトリエ「おちらと」           担当：常賀信寛 

３月２９日（日） □おちらとカフェ                   会費１００円 

集合場所：アトリエ「おちらと」           担当：土江和世 

３月８日（日） □ちゃんこ鍋作り                   会費１００円 

 ※ 家に野菜などがあれば持って来てね！  

集合場所：アトリエ「おちらと」           担当：土江和彦 

＊集合時間：9時50分    集合場所：指定の場所へ来てくださいね。 

問い合わせ＆発行元  

〒691－0031 出雲市東福町156－1 ＮＰＯ法人サポートセンターどりーむ 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：0853－62－4872 メール：sc-dream-kt@sky.plala.or.jp  

                                             art-art@amail.plala.or.jp 


